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（参考）特定光庭の判定方法 
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○計算手順 
１ 住戸等間延焼の検証 
 (1) 想定出火住戸等を定める。 
 (2) 等価開口部を設定する。 
 (3) 等価開口部から噴出する熱気流の高さを求める。 
 (4) 等価開口部から噴出する熱気流の面積を求める。 
 (5) 受熱面に対する等価開口部から噴出する熱気流の面の形態係数を求め 
  る。 
 (6) 火災住戸等の火炎等の輻射熱により，開口部が受ける熱量が 10kW／㎡以 
  上か確認する。 
２ 避難光庭を経由して避難する者の安全性の検証 
 (1) 想定出火住戸等を定める。 
 (2) 等価開口部を設定する。 
 (3) 等価開口部から噴出する熱気流の高さを求める。 
 (4) 等価開口部から噴出する熱気流の面積を求める。 
 (5) 受熱面に対する等価開口部から噴出する熱気流の面の形態係数を求め 
  る。 
  ア 想定出火住戸等の等価開口部に最も近い非出火住戸等の出入口部分 
  イ 想定出火住戸等の等価開口部に正対する廊下で最短距離となる部分の 
   廊下中央部 
  ウ 受熱量が大きくなると想定される廊下中央部（①又は②の部分におけ 
   る受熱量が 3kW／㎡に近い値となる場合に必要に応じて確認する。） 
 (6) 火災住戸等の火炎等の輻射熱により，避難する者が受ける熱量が 3kW／㎡ 
  未満か確認する。 
 (7) 避難光庭の高さを光庭の幅で除した値が 2.5未満か確認する 
３ 避難をする者が受ける煙に対する安全性の検証（避難光庭の高さと幅の比 
  が 2.5以上となった場合に限る。） 
 (1) 等価開口部から噴出する熱気流の発熱速度を求める。 
 (2) 避難光庭の底部に設けられる常時開放された開口部の給気開口率を求め 
  る。 
 (3) 避難光庭における火災住戸等のすべての開口部から噴出する煙層の上昇 
  温度を求める。 
 (4) 火災住戸等から噴出する煙層の温度が 4ケルビン以上上昇しないか確認 
  する。 
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１ 住戸等間延焼の検証 
 (1) 想定出火住戸等を定める。 
（平面図） 

 
 (2) 等価開口部を設定する。 
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〔等価開口部の求め方〕 
① 高さは開口部Ａ，Ｂ，Ｃの最大の高さ：2ｍ 
② 面積は開口部Ａ，Ｂ，Ｃの面積の合計：3.72 ㎡ 
③ したがって，幅は 3.72÷2＝1.86ｍ 
④ 中心位置は面積重心：左破線を基準として面積重心を求めると， 
 0.96×0.6（開口部Ａ）＋1.8×3.1（開口部Ｂ）＋0.96×5.7（開口部Ｃ）＝ 
 3.72×Ｌ（等価開口部）となることから左破線より右側にＬ＝3.13ｍ（高さ 1 
 ｍ）が中心点となる。 
 
（平面図） 

 

 (3) 等価開口部から噴出する熱気流の高さを求める。 
   ○Ｌ＝1.52ＨＸ ＝1.52×2.0 ＝3.04（ｍ） 
 (4) 等価開口部から噴出する熱気流の面積を求める。 
   ○Ｓ＝ＬＷ ＝3.04×1.86 ＝5.65（㎡） 
 (5) 受熱面に対する等価開口部から噴出する熱気流の面の形態係数を求め 
  る。 
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（平面図） 

 

 

  ○Ｆ＝
Cosβ1Cosβ２

πd2  Ｓ 

  Cosβ1＝ 6.10／6.59＝0.93 
  Cosβ2＝ 2.50／6.59＝0.38 

   ＝ 
0.93×0.38

π×6.592  5.65 ＝0.0145  

 (6) 火災住戸等の火炎等の輻射熱により，開口部が受ける熱量が 10kW／㎡以 
  上か確認する。 
   ｑ＝100Ｆ ＝100×0.0145 ＝1.45（kW／㎡） 
   判定：1.45＜10（kW／㎡） 
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（計算プログラムにより実施した場合）住戸等間延焼の検証 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

延焼安全性の検討（垂直）

項目 記号 単位 数値 備考

開口部面積 Ａ１ ㎡ 0.96 入力項目

開口部面積 Ａ２ ㎡ 1.8

開口部面積 Ａ３ ㎡ 0.96

開口部面積 Ａ４ ㎡

開口部面積 Ａ５ ㎡

開口部面積 Ａ６ ㎡

開口部面積 Ａ７ ㎡

開口部面積 Ａ８ ㎡

開口部面積 Ａ９ ㎡

開口部面積 Ａ１０ ㎡

開口部高さ Ｈ１ m 0.8 入力項目

開口部高さ Ｈ２ m 2

開口部高さ Ｈ３ m 0.8

開口部高さ Ｈ４ m

開口部高さ Ｈ５ m

開口部高さ Ｈ６ m

開口部高さ Ｈ７ m

開口部高さ Ｈ８ m

開口部高さ Ｈ９ m

開口部高さ Ｈ１０ m

等価開口部 面積 A ㎡ 3.72
等価開口部 高さ Ｈ m 2.00
等価開口部 幅 Ｂ m 1.86

噴出火炎の発熱速度 Ｑ kW 2104.35

噴出火炎の高さ Ｌ m 3.04

噴出火炎の面積 Ｓ ㎡ 5.65

受熱面と噴出火炎面の距離 ｄ m 6.59

　　　”　　　(噴出火炎面に垂直) Ｘ m 6.1 入力項目

　　　”　　　(噴出火炎面に平行) Ｙ m 2.5 入力項目

受熱面から噴出火炎面を見込む形態係数 Ｆ 0.0145

受熱面の受ける輻射受熱量 ｑ kW/㎡ 1.45 ＜10   O.K

070228
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２ 避難光庭を経由して避難する者の安全性の検証 
 (1) 想定出火住戸等を定める。 
（平面図） 

 

 (2) 等価開口部を設定する。 
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〔等価開口部の求め方〕 
① 高さは開口部Ａ，Ｂ，Ｃの最大の高さ：2ｍ 
② 面積は開口部Ａ，Ｂ，Ｃの面積の合計：3.72 ㎡ 
③ したがって，幅は 3.72÷2＝1.86ｍ 
④ 中心位置は面積重心：左破線を基準として面積重心を求めると， 
 0.96×0.6（開口部Ａ）＋1.8×3.1（開口部Ｂ）＋0.96×5.7（開口部Ｃ）＝ 
 3.72×Ｌ（等価開口部）となることから左破線より右側にＬ＝3.13ｍ（高さ 
 １ｍ）が中心点となる。 
 
（平面図） 

 
 (3) 等価開口部から噴出する熱気流の高さを求める。 
   Ｌ＝1.52ＨＸ ＝1.52×2.0 ＝3.04（ｍ） 
 (4) 等価開口部から噴出する熱気流の面積を求める。 
   Ｓ＝ＬＷ ＝3.04×1.86 ＝5.65（㎡） 
 (5) 受熱面に対する等価開口部から噴出する熱気流の面の形態係数を求め 
  る。 
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（平面図） 

 
①想定出火住戸等の等価開口部に最も近い非火災住戸等の出入口部分 
②想定出火住戸等の等価開口部に正対する廊下で最短距離となる部分の廊下中 
 央部 
③受熱量が大きくなると想定される廊下中央部 
 （①又は②の部分における受熱量が 3kW／㎡に近い値となる場合に必要に応じ 
 て確認する。） 
 避難経路 3は，火災住戸等と同一面にあり，熱気流による輻射熱を受けない 
 ものと判断されるため，検証不要。 

 

①ｄ：7.19ｍ Cosβ1＝6.1／7.19＝0.85,Cosβ2＝3.8／7.19＝0.53 
②ｄ：27.9ｍ 
③ｄ：6.15ｍ Cosβ1＝6.1／6.15＝0.99,Cosβ2＝0.8／6.15＝0.13 
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① 想定出火住戸等の等価開口部に最も近い非出火住戸等の出入口部分 

○Ｆ＝
Cosβ1Cosβ2

πd2
 Ｓ＝ 

0.85×0.53

π×7.192
 5.65 ＝0.0156  

② 想定出火住戸等の等価開口部に正対する廊下で最短距離となる部分の廊下 
 中央部 

○Ｆ＝
S

πd2 ＝ 
5.65

π×27.92 ＝0.0023 

③ 受熱量が大きくなると想定される廊下中央部（①又は②の部分における受 
 熱量が３kW／㎡に近い値となる場合に必要に応じて確認する。） 

○Ｆ＝
Cosβ1Cosβ2

πd2  Ｓ＝ 
0.99×0.13

π×6.152  5.65 ＝0.0061 

注 ③「受熱量が大きくなると想定される廊下中央部」0.0061 ≲①「想定出火 
   住戸等の等価開口部に最も近い非出火住戸等の出入口部分」0.0156とな 
   った場合は，計算プログラムにより検証する必要があること（受熱量が 
   明らかに小さい避難経路 2は，省略することができる。）。 
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（計算プログラムにより，検証する場合） 
（平面図） 

 
 受熱面に対する等価開口部から噴出する熱気流の面の形態係数 
 計算プログラムにより，噴出火炎面からの垂直距離が 3.54ｍの位置が受熱量
が大きくなると想定される部分となる。 
 (7) 火災住戸等の火炎等の輻射熱により，避難する者が受ける熱量が 3kW／㎡ 
  未満か確認する。 
  ○ｑ＝100Ｆ ＝100×0.0157＝1.57（kW／㎡） 
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（計算プログラムにより実施した場合）避難光庭を経由して避難する者の安全
性の検証 
 

 
 
 

避難安全性の検討（避難方向：噴出火炎面と垂直及び平行）

項目 記号 単位 数値 備考
開口部面積 Ａ１ ㎡ 0.96 入力項目
開口部面積 Ａ２ ㎡ 1.8
開口部面積 Ａ３ ㎡ 0.96
開口部面積 Ａ４ ㎡
開口部面積 Ａ５ ㎡
開口部面積 Ａ６ ㎡
開口部面積 Ａ７ ㎡
開口部面積 Ａ８ ㎡
開口部面積 Ａ９ ㎡
開口部面積 Ａ１０ ㎡

開口部高さ Ｈ１ m 0.8 入力項目
開口部高さ Ｈ２ m 2
開口部高さ Ｈ３ m 0.8
開口部高さ Ｈ４ m
開口部高さ Ｈ５ m
開口部高さ Ｈ６ m
開口部高さ Ｈ７ m
開口部高さ Ｈ８ m
開口部高さ Ｈ９ m
開口部高さ Ｈ１０ m

等価開口部 面積 A ㎡ 3.72
等価開口部 高さ Ｈ m 2.00
等価開口部 幅 Ｂ m 1.86

噴出火炎の発熱速度 Ｑ kW 2104.35

噴出火炎の高さ Ｌ m 3.04

噴出火炎の面積 Ｓ ㎡ 5.65

避難経路１(噴出火炎面に垂直)　Ｌ１ Ｌ１ m 0.8 入力項目
避難経路１　Ｌ２ Ｌ２ m 6.1 入力項目
避難経路１　Ｌ３ Ｌ３ m 27.9 入力項目
避難経路２(噴出火炎面に平行)　Ｌ１ Ｌ１ m 入力項目
避難経路２　Ｌ２ Ｌ２ m 入力項目
避難経路２　Ｌ３ Ｌ３ m 入力項目

避難経路１(噴出火炎面と垂直)
噴出火炎面からの垂直距離 ｘｘ m 3.54
受熱面から噴出火炎面を見込む形態係数 Ｆ 0.0157
受熱面の受ける輻射受熱量 ｑ kW/㎡ 1.57 ＜3  O.K
避難経路２(噴出火炎面と平行)
噴出火炎面からの水平距離 ｙｙ m
受熱面から噴出火炎面を見込む形態係数 Ｆ
受熱面の受ける輻射受熱量 ｑ kW/㎡

避難光庭の幅 Ｄ m 入力項目
避難光庭底部の給気口面積 Ｓａ ㎡ 入力項目
避難光庭頂部の開口面積 Ｓｔ ㎡ 入力項目
避難光庭の給気口率 ｒ
計算定数 α

煙層の上昇温度 ⊿Ｔ Ｋ



246 

 

 

xｘ L2 d cosB1 cosB2 S F q L1 ｙｙ d cosB1 cosB2 S F q

0.8 6 .1 6.15 0.99 0.13 5 .65 0.0061 0.61 5 .65

1.07 6 .1 6.19 0.98 0.17 5 .65 0.0080 0.80 5 .65

1.35 6 .1 6.25 0.98 0.22 5 .65 0.0097 0.97 5 .65

1.62 6 .1 6.31 0.97 0.26 5 .65 0.0112 1.12 5 .65

1.89 6 .1 6.39 0.95 0.30 5 .65 0.0125 1.25 5 .65

2.17 6 .1 6.47 0.94 0.33 5 .65 0.0136 1.36 5 .65

2.44 6 .1 6.57 0.93 0.37 5 .65 0.0144 1.44 5 .65

2.72 6 .1 6.68 0.91 0.41 5 .65 0.0150 1.50 5 .65

2.99 6 .1 6.79 0.90 0.44 5 .65 0.0154 1.54 5 .65

3.26 6 .1 6.92 0.88 0.47 5 .65 0.0156 1.56 5 .65

3.54 6 .1 7.05 0.87 0.50 5 .65 0.0157 1.57 ## 5 .65

3.81 6 .1 7.19 0.85 0.53 5 .65 0.0156 1.56 5 .65

4.08 6 .1 7.34 0.83 0.56 5 .65 0.0154 1.54 5 .65

4.36 6 .1 7.50 0.81 0.58 5 .65 0.0151 1.51 5 .65

4.63 6 .1 7.66 0.80 0.60 5 .65 0.0148 1.48 5 .65

4.91 6 .1 7.83 0.78 0.63 5 .65 0.0143 1.43 5 .65

5.18 6 .1 8.00 0.76 0.65 5 .65 0.0139 1.39 5 .65

5.45 6 .1 8.18 0.75 0.67 5 .65 0.0134 1.34 5 .65

5.73 6 .1 8.37 0.73 0.68 5 .65 0.0128 1.28 5 .65

6.00 6 .1 8.56 0.71 0.70 5 .65 0.0123 1.23 5 .65

6.27 6 .1 8.75 0.70 0.72 5 .65 0.0117 1.17 5 .65

6.55 6 .1 8.95 0.68 0.73 5 .65 0.0112 1.12 5 .65

6.82 6 .1 9.15 0.67 0.75 5 .65 0.0107 1.07 5 .65

7.10 6 .1 9.36 0.65 0.76 5 .65 0.0102 1.02 5 .65

7.37 6 .1 9.57 0.64 0.77 5 .65 0.0097 0.97 5 .65

7.64 6 .1 9.78 0.62 0.78 5 .65 0.0092 0.92 5 .65

7.92 6 .1 9.99 0.61 0.79 5 .65 0.0087 0.87 5 .65

8.19 6 .1 10.21 0.60 0.80 5 .65 0.0083 0.83 5 .65

8.46 6 .1 10.43 0.58 0.81 5 .65 0.0078 0.78 5 .65

8.74 6 .1 10.66 0.57 0.82 5 .65 0.0074 0.74 5 .65

9.01 6 .1 10.88 0.56 0.83 5 .65 0.0071 0.71 5 .65

9.29 6 .1 11.11 0.55 0.84 5 .65 0.0067 0.67 5 .65

9.56 6 .1 11.34 0.54 0.84 5 .65 0.0063 0.63 5 .65

9.83 6 .1 11.57 0.53 0.85 5 .65 0.0060 0.60 5 .65

10.11 6 .1 11.81 0.52 0.86 5 .65 0.0057 0.57 5 .65

10.38 6 .1 12.04 0.51 0.86 5 .65 0.0054 0.54 5 .65

10.65 6 .1 12.28 0.50 0.87 5 .65 0.0051 0.51 5 .65

10.93 6 .1 12.52 0.49 0.87 5 .65 0.0049 0.49 5 .65

11.20 6 .1 12.76 0.48 0.88 5 .65 0.0046 0.46 5 .65

11.48 6 .1 13.00 0.47 0.88 5 .65 0.0044 0.44 5 .65

11.75 6 .1 13.24 0.46 0.89 5 .65 0.0042 0.42 5 .65

12.02 6 .1 13.48 0.45 0.89 5 .65 0.0040 0.40 5 .65

12.30 6 .1 13.73 0.44 0.90 5 .65 0.0038 0.38 5 .65

12.57 6 .1 13.97 0.44 0.90 5 .65 0.0036 0.36 5 .65

12.84 6 .1 14.22 0.43 0.90 5 .65 0.0034 0.34 5 .65

避難経路2避難経路１
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13.12 6 .1 14.47 0.42 0.91 5 .65 0.0033 0.33 5 .65

13.39 6 .1 14.72 0.41 0.91 5 .65 0.0031 0.31 5 .65

13.67 6 .1 14.97 0.41 0.91 5 .65 0.0030 0.30 5 .65

13.94 6 .1 15.22 0.40 0.92 5 .65 0.0029 0.29 5 .65

14.21 6 .1 15.47 0.39 0.92 5 .65 0.0027 0.27 5 .65

14.49 6 .1 15.72 0.39 0.92 5 .65 0.0026 0.26 5 .65

14.76 6 .1 15.97 0.38 0.92 5 .65 0.0025 0.25 5 .65

15.03 6 .1 16.22 0.38 0.93 5 .65 0.0024 0.24 5 .65

15.31 6 .1 16.48 0.37 0.93 5 .65 0.0023 0.23 5 .65

15.58 6 .1 16.73 0.36 0.93 5 .65 0.0022 0.22 5 .65

15.86 6 .1 16.99 0.36 0.93 5 .65 0.0021 0.21 5 .65

16.13 6 .1 17.24 0.35 0.94 5 .65 0.0020 0.20 5 .65

16.40 6 .1 17.50 0.35 0.94 5 .65 0.0019 0.19 5 .65

16.68 6 .1 17.76 0.34 0.94 5 .65 0.0018 0.18 5 .65

16.95 6 .1 18.01 0.34 0.94 5 .65 0.0018 0.18 5 .65

17.22 6 .1 18.27 0.33 0.94 5 .65 0.0017 0.17 5 .65

17.50 6 .1 18.53 0.33 0.94 5 .65 0.0016 0.16 5 .65

17.77 6 .1 18.79 0.32 0.95 5 .65 0.0016 0.16 5 .65

18.05 6 .1 19.05 0.32 0.95 5 .65 0.0015 0.15 5 .65

18.32 6 .1 19.31 0.32 0.95 5 .65 0.0014 0.14 5 .65

18.59 6 .1 19.57 0.31 0.95 5 .65 0.0014 0.14 5 .65

18.87 6 .1 19.83 0.31 0.95 5 .65 0.0013 0.13 5 .65

19.14 6 .1 20.09 0.30 0.95 5 .65 0.0013 0.13 5 .65

19.41 6 .1 20.35 0.30 0.95 5 .65 0.0012 0.12 5 .65

19.69 6 .1 20.61 0.30 0.96 5 .65 0.0012 0.12 5 .65

19.96 6 .1 20.87 0.29 0.96 5 .65 0.0012 0.12 5 .65

20.24 6 .1 21.13 0.29 0.96 5 .65 0.0011 0.11 5 .65

20.51 6 .1 21.40 0.29 0.96 5 .65 0.0011 0.11 5 .65

20.78 6 .1 21.66 0.28 0.96 5 .65 0.0010 0.10 5 .65

21.06 6 .1 21.92 0.28 0.96 5 .65 0.0010 0.10 5 .65

21.33 6 .1 22.19 0.27 0.96 5 .65 0.0010 0.10 5 .65

21.60 6 .1 22.45 0.27 0.96 5 .65 0.0009 0.09 5 .65

21.88 6 .1 22.71 0.27 0.96 5 .65 0.0009 0.09 5 .65

22.15 6 .1 22.98 0.27 0.96 5 .65 0.0009 0.09 5 .65

22.43 6 .1 23.24 0.26 0.96 5 .65 0.0008 0.08 5 .65

22.70 6 .1 23.50 0.26 0.97 5 .65 0.0008 0.08 5 .65

22.97 6 .1 23.77 0.26 0.97 5 .65 0.0008 0.08 5 .65

23.25 6 .1 24.03 0.25 0.97 5 .65 0.0008 0.08 5 .65

23.52 6 .1 24.30 0.25 0.97 5 .65 0.0007 0.07 5 .65

23.79 6 .1 24.56 0.25 0.97 5 .65 0.0007 0.07 5 .65

24.07 6 .1 24.83 0.25 0.97 5 .65 0.0007 0.07 5 .65

24.34 6 .1 25.09 0.24 0.97 5 .65 0.0007 0.07 5 .65

24.62 6 .1 25.36 0.24 0.97 5 .65 0.0007 0.07 5 .65

24.89 6 .1 25.63 0.24 0.97 5 .65 0.0006 0.06 5 .65

25.16 6 .1 25.89 0.24 0.97 5 .65 0.0006 0.06 5 .65

25.44 6 .1 26.16 0.23 0.97 5 .65 0.0006 0.06 5 .65

25.71 6 .1 26.42 0.23 0.97 5 .65 0.0006 0.06 5 .65

25.98 6 .1 26.69 0.23 0.97 5 .65 0.0006 0.06 5 .65

26.26 6 .1 26.96 0.23 0.97 5 .65 0.0005 0.05 5 .65

26.53 6 .1 27.22 0.22 0.97 5 .65 0.0005 0.05 5 .65

26.81 6 .1 27.49 0.22 0.98 5 .65 0.0005 0.05 5 .65

27.08 6 .1 27.76 0.22 0.98 5 .65 0.0005 0.05 5 .65

27.35 6 .1 28.02 0.22 0.98 5 .65 0.0005 0.05 5 .65

27.63 6 .1 28.29 0.22 0.98 5 .65 0.0005 0.05 5 .65

27.9 6 .1 28.56 0.21 0.98 5 .65 0.0005 0.05 5 .65

6 .1 5 .65 5 .65

↑ Fmax= qmax= ↑ Fmax= qmax=

xｘの値からｑを求めたい場合に入力 0.0157 1.57 ｙｙの値からｑを求めたい場合に入力
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 (8) 避難光庭の高さを光庭の幅で除した値が 2.5未満か確認する。 
 
（平面図） 

 
○75.0／24.7＝ 3.04 
 2.5以上となるため，3避難をする者が受ける煙に対する安全性の検証を行う。 
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３ 避難をする者が受ける煙に対する安全性の検証（避難光庭の高さと幅の比 
 が 2.5以上となった場合に限る。） 
 
 (1) 等価開口部から噴出する熱気流の発熱速度を求める。 
   Qx＝400Ax√Hx ＝400×3.72 √2.0 ＝2104.35(kW) 
 (2) 避難光庭の底部に設けられる常時開放された開口部の給気開口率を求め 
  る。 

   r＝100 
Sa

St
 ＝100 

10.00

627.38
＝1.59 

 (3) 避難光庭における火災住戸等のすべての開口部から噴出する煙層の上昇 
  温度を求める。 

   ａ＝1.2＋
1.32

r+0.66
 ＝1.2＋

1.32

1.59+0.66
 ＝1.79 

 (4) 火災住戸等から噴出する煙層の温度が 4ケルビン以上上昇しないか確認 
  する。 

  ΔＴ＝2.06a＋
Qx 

2
3

D 
5
3

 ＝2.06×1.79 
2104.35 

2
3

24.7 
5
3

 ＝2.88(ケルビン) 

４ 判定 
  特定光庭には該当しない。 
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（計算プログラムにより実施した場合）避難をする者が受ける煙に対する安全
性の検証 

 

 

避難安全性の検討（避難方向：噴出火炎面と垂直及び平行）

項目 記号 単位 数値 備考

開口部面積 Ａ１ ㎡ 0.96 入力項目

開口部面積 Ａ２ ㎡ 1.8

開口部面積 Ａ３ ㎡ 0.96

開口部面積 Ａ４ ㎡

開口部面積 Ａ５ ㎡

開口部面積 Ａ６ ㎡

開口部面積 Ａ７ ㎡

開口部面積 Ａ８ ㎡

開口部面積 Ａ９ ㎡

開口部面積 Ａ１０ ㎡

開口部高さ Ｈ１ m 0.8 入力項目

開口部高さ Ｈ２ m 2

開口部高さ Ｈ３ m 0.8

開口部高さ Ｈ４ m

開口部高さ Ｈ５ m

開口部高さ Ｈ６ m

開口部高さ Ｈ７ m

開口部高さ Ｈ８ m

開口部高さ Ｈ９ m

開口部高さ Ｈ１０ m

等価開口部 面積 A ㎡ 3.72
等価開口部 高さ Ｈ m 2.00
等価開口部 幅 Ｂ m 1.86

噴出火炎の発熱速度 Ｑ kW 2104.35

噴出火炎の高さ Ｌ m 3.04

噴出火炎の面積 Ｓ ㎡ 5.65

避難経路１(噴出火炎面に垂直)　Ｌ１ Ｌ１ m 0.8 入力項目

避難経路１　Ｌ２ Ｌ２ m 6.1 入力項目

避難経路１　Ｌ３ Ｌ３ m 27.9 入力項目

避難経路２(噴出火炎面に平行)　Ｌ１ Ｌ１ m 入力項目

避難経路２　Ｌ２ Ｌ２ m 入力項目

避難経路２　Ｌ３ Ｌ３ m 入力項目

避難経路１(噴出火炎面と垂直)
噴出火炎面からの垂直距離 ｘｘ m 3.54
受熱面から噴出火炎面を見込む形態係数 Ｆ 0.0157
受熱面の受ける輻射受熱量 ｑ kW/㎡ 1.57 ＜3  O.K
避難経路２(噴出火炎面と平行)
噴出火炎面からの水平距離 ｙｙ m
受熱面から噴出火炎面を見込む形態係数 Ｆ
受熱面の受ける輻射受熱量 ｑ kW/㎡

避難光庭の幅 Ｄ m 24.7 入力項目

避難光庭底部の給気口面積 Ｓａ ㎡ 10 入力項目

避難光庭頂部の開口面積 Ｓｔ ㎡ 627.38 入力項目

避難光庭の給気口率 ｒ 1.59
計算定数 α 1.79

煙層の上昇温度 ⊿Ｔ Ｋ 2.88 ＜4   O.K
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